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山
形
藩
第
二
代
藩
主
最
上
家
親
（
一
五
八

二
―
一
六
一
七
）
に
関
し
て
は
、
治
世
期
間

が
三
年
と
短
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
謎
の

死
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
家
親
の
人
生
を
史
料
に
即
し
て
見
て

み
る
と
、
義
光
の
跡
を
引
き
継
ぐ
だ
け
の
器

量
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
家
親
の
花
押
（
サ
イ
ン
）
に
注

目
し
な
が
ら
、
家
親
の
実
像
に
迫
ろ
う
。
花

押
は
、
同
じ
も
の
を
ず
っ
と
使
う
と
い
う
よ

り
も
、
そ
の
人
物
の
立
場
の
変
化
な
ど
と
連

動
し
て
変
え
る
場
合
も
多
く
、
家
親
の
立
場

の
変
化
を
花
押
の
変
化
か
ら
追
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。

　

家
親
は
、
天
正
十
九
（
一
五
九
一
）
年
、

大
森
（
福
島
市
）
で
九
戸
討
伐
に
来
た
徳
川

家
康
に
拝
謁
を
遂
げ
、
そ
れ
以
後
は
家
康
の

近
習
と
な
っ
た
。
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年

か
ら
は
、
秀
忠
の
近
習
と
な
っ
て
江
戸
で
暮

ら
し
た
が
、
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
二

月
に
は
第
二
代
山
形
藩
主
と
な
る
。
も
っ
と

も
、
花
押
は
、
成
人
し
て
か
ら
使
え
る
の
で
、

花
押
に
注
目
す
る
と
、文
禄
三
（
一
五
九
四
）

年
八
月
五
日
、
十
三
歳
で
家
親
が
徳
川
家
康

の
前
で
元
服
式
を
行
な
っ
て
以
後
が
対
象
と

な
る
。

  

家
親
花
押
の
研
究
と
い
え
ば
、
武
田
喜
八

郎
氏
（『
武
田
喜
八
郎
著
作
集　

巻
一　

山

形
県
文
化
史
の
諸
研
究
』（
小
松
印
刷
所
、

二
〇
〇
七
）
に
よ
っ
て
、明
朝
体
の
図
（
２
）

と
図
（
４
）
の
二
つ
の
花
押
が
知
ら
れ
て
い

る
。
明
朝
体
と
は
、
江
戸
時
代
に
流
行
し
た

花
押
型
で
、
徳
川
判
と
も
い
い
、「
中
国
の

明
の
太
祖
が
始
め
た
と
こ
ろ
と
も
。
名
乗
り

の
字
を
使
わ
な
い
で
、
上
下
に
一
画
を
置
い

て
中
間
に
い
ろ
い
ろ
な
形
を
作
る
」（『
日
本

国
語
大
辞
典
』
12
、
一
九
七
二
）。
武
田
氏

は
、
図
（
２
）
は
慶
長
初
年
頃
か
ら
、
図

（
４
）
は
慶
長
十
五
・
六
年
か
ら
元
和
三
（
一

六
一
七
）
年
ま
で
見
ら
れ
る
と
す
る
。

  

も
っ
と
も
、
武
田
氏
は
『
山
形
市
史
史
料

編
１　

最
上
氏
関
係
史
料
』（
山
形
市
、
一

九
七
三
、『
市
史
史
料
編
１
』）
で
は
、
文
禄

四
（
一
五
九
五
）
年
八
月
十
三
日
付
最
上
義

康
・
家
親
連
署
状
（『
市
史
史
料
編
１
』
一

八
二
頁
）
の
家
親
花
押
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る

が
、『
武
田
喜
八
郎
著
作
集
』
で
は
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
理
由
は
書
い
て
お
ら
れ
な
い

が
、
最
上
義
康
・
家
親
連
署
状
を
後
世
の
写

し
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
見
も
、
そ

う
し
た
内
容
の
文
書
が
出
さ
れ
た
と
は
考
え

る
が
、
写
し
と
考
え
、
こ
の
花
押
分
析
で
は

除
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
武
田
説
は
大
い
に

示
唆
に
と
み
、
基
礎
的
な
研
究
と
評
価
で
き

る
が
、
以
下
に
見
直
し
て
み
る
。

　

家
親
文
書
に
つ
い
て
は
、黒
田
富
善
氏「
最

上
氏
時
代
の
寒
河
江
領
主
に
つ
い
て
」（
竹

井
英
文
編
著
『
シ
リ
ー
ズ
戦
国
大
名
の
研
究

６
最
上
義
光
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
）

や
鈴
木
勲
氏
「
最
上
（
寒
河
江
）
家
親
文
書

に
関
す
る
一
考
察
」（
初
出
は
『
西
村
山
の

歴
史
と
文
化
』
Ⅳ
、
二
〇
〇
二
、
後
、
竹
井

編
『
最
上
義
光
』
採
録
）
の
研
究
が
あ
る
が
、

花
押
の
分
析
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

管
見
に
及
ん
だ
家
親
発
給
文
書
と
し
て
は
、

慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
四
月
二
日
付
の
菅

井
掃
部
左
右
衛
門
義
満
宛
最
上
家
親
宛
行
状

が
初
見
で
あ
る
（
黒
田
「
最
上
氏
時
代
の
寒

河
江
領
主
に
つ
い
て
」
九
二
四
頁
の
表
10
―

1
「
最
上
家
親
発
給
文
書
一
覧
」
参
照
）。

今
度
、当
村
在
方
扱
に
依
っ
て
申
出
し
候
事
者

　
 

右
件
の
赤
田
千
苅
は
、
永
代
未
来
に
、
出

し
置
き
候
と
こ
ろ
は
実
正
で
あ
る
、
も
し

猶
自
今
以
後
違
乱
の
儀
こ
れ
あ
ら
ば
、
彼

状
を
も
っ
て
糺
明
を
致
す
べ
き
者
な
り
、

仍
っ
て
件
の
ご
と
し

　
　

慶
長
七
年

　
　
寅
卯
月
二
日　

家
親
（
花
押
）

最
上
家
親
を
見
直
す

　
　
　
　
― 

花
押
に
注
目
し
て 

―
松
尾
剛
次

図
（
１
）
Ⅰ
型

図
（
５
）

慶
長
五
年
七
月
七
日
付

村
上
義
明
宛
徳
川
秀
忠

書
状
に
見
え
る
花
押

図
（
２
）
Ⅱ
型

図
（
３
）
Ⅲ
型
Ａ

図
（
４
）
Ⅲ
型
Ｂ
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菅
井
掃
部
左
右
衛
門
と
の
へ

　
〈
菅
井
文
書
、
阿
部
酉
喜
夫
氏
所
蔵
写
真
〉

　

内
容
は
、
家
親
が
、
赤
田
（
寒
河
江
市
）

千
刈
の
土
地
を
菅
井
掃
部
左
右
衛
門
義
満
に

宛
行
な
っ
て
い
る
。
宛
名
人
の
菅
井
氏
は
、

溝
延
八
幡
宮
（
山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
）

の
神
官
で
、
菅
井
義
満
は
寛
永
元
（
一
六
二

四
）
年
七
月
二
十
九
日
に
死
去
し
て
い
る

（『
寒
河
江
市
史　

大
江
氏
な
ら
び
に
関
係
史

料
』、
二
〇
〇
一
、
一
六
八
頁
な
ど
）。

　

本
史
料
か
ら
、
家
親
が
慶
長
七
（
一
六
〇

二
）
年
四
月
二
日
に
は
寒
河
江
領
主
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（『
寒
河
江
市
史　

上
巻
』（
寒
河
江
市
、一
九
九
四
、九
二
四
頁
）。

た
だ
し
、
本
史
料
は
、
寒
河
江
領
主
と
し
て

の
家
親
の
活
動
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
家
親

の
花
押
研
究
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。

　

本
文
書
に
書
か
れ
た
花
押
は
、
従
来
、
全

く
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
図（
１
）の

よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る

図（
２
）や
図（
４
）の
花
押
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
図（
１
）の
花
押
を
花
押
Ⅰ
、

図（
２
）の
花
押
を
花
押
Ⅱ
、
図（
３
）・
図（
４
）

の
花
押
を
花
押
Ⅲ
（
Ａ
と
Ｂ
）
と
区
別
す
る
。

  

そ
れ
ら
の
三
類
型
の
花
押
は
、
基
本
的
に

図
（
５
）
の
よ
う
な
、慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）

年
七
月
七
日
付
村
上
義
明
宛
徳
川
秀
忠
書
状

に
見
え
る
徳
川
秀
忠
花
押
（
藤
井
譲
治
『
近

世
史
小
論
集
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
、

一
六
三
頁
）
と
似
て
い
る
。
家
親
は
、
主
人

の
秀
忠
の
花
押
に
似
せ
た
花
押
を
使
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
翌
年
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）

年
二
月
晦
日
付
宛
名
不
詳
最
上
家
親
知
行
宛

行
状
（
白
田
佐
著
『
新
病
院
の
落
成
を
記
念

し
「
白
田
病
院
の
歴
史
」
を
考
え
る
』
白
田

病
院
、
一
九
八
二
、
一
五
頁
）
で
は
、
家
親

の
花
押
は
図
（
２
）
の
よ
う
な
Ⅱ
型
花
押
に

変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
長
七
年
四

月
二
日
か
ら
慶
長
八
年
二
月
晦
日
ま
で
の
間

に
花
押
が
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

花
押
変
化
の
背
景
は
明
確
で
は
な
い
が
、
慶

長
七
年
七
月
以
降
に
義
康
が
没
落
し
、
家
親

が
家
督
継
承
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
（
こ
の
点
は
別
稿
『
最
上

三
代
』
ミ
ネ
ル
バ
書
房
刊
行
予
定
で
述
べ

る
）。
な
お
、
慶
長
八
年
二
月
晦
日
付
文
書

も
先
の
慶
長
七
年
四
月
二
日
付
の
文
書
も
、

い
ず
れ
も
原
史
料
は
所
在
不
明
で
あ
り
、『
山

形
県
史
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

文
書
で
あ
る
。

  

と
こ
ろ
が
、
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）
年

に
な
る
と
、
図
（
３
）
の
よ
う
な
花
押
Ⅲ
Ａ

に
な
り
、
以
後
、
花
押
Ⅲ
型
を
使
い
続
け
る
。

管
見
に
及
ん
だ
花
押
Ⅲ
Ａ
の
書
か
れ
た
初
見

文
書
は
、
以
下
の
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）

年
九
月
十
二
日
付
島
津
家
久
宛
最
上
家
親
書

状
で
あ
る
。

（
端
裏
捻
封
上
書
）

「　

嶋
津
陸
奥
守
様　
　

山
形
駿
河
守

　
　
　
　
　
　

人
々
御
中　
　
　

家
親　

」

　
　

以
上

先
刻
者
、
於
御
城
卒
度
得
御
意
、
御
残
多
存

候
、
然
者
琉
球
王
御
奏
者
申
候
条
、
今
晩
御

門
へ
御
礼
申
度
候
間
、
御
内
儀
被
仰
入
可
被

下
候
、
何
様
以
参
可
得
御
意
候
、
恐
惶
謹
言

（
慶
長
十
五
年
）

　

九
月
十
二
日　
　
　
　
　

家
親
（
花
押
）

（
島
津
文
書
、『
市
史
史
料
編
１
』
二
九
一
頁
、

東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
よ
り
訂
正
）

　

島
津
家
久
は
、
慶
長
十
五
年
八
月
に
琉
球

王
尚
寧
を
率
い
て
江
戸
城
に
徳
川
秀
忠
に
拝

謁
し
た
（『
大
日
本
史
料
』
12
の
７
、
六
三

八
頁
）。
前
年
慶
長
十
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
、

琉
球
王
国
は
嶋
津
領
と
な
っ
た
の
で
、
島
津

家
久
は
、
そ
の
挨
拶
の
た
め
に
江
戸
へ
参
っ

た
。
家
親
は
、
そ
の
際
、
琉
球
王
尚
寧
を
秀

忠
に
取
り
次
ぐ
奏
者
の
役
を
命
じ
ら
れ
た
。

本
文
書
の
伝
え
る
よ
う
に
、
家
親
は
、
無
事

に
奏
者
の
役
を
果
た
し
、
そ
の
お
礼
の
挨
拶

を
し
た
い
旨
を
島
津
家
久
に
伝
え
て
い
る
。

　

本
文
書
に
は
、
図
（
３
）
の
花
押
Ⅲ
Ａ
型

が
書
か
れ
て
い
る
。
図
（
４
）
の
よ
う
な
花

押
Ⅲ
型
と
い
え
る
が
、
右
に
少
し
傾
い
て
い

る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

  

家
親
は
な
ぜ
、
Ⅱ
型
か
ら
Ⅲ
型
へ
変
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
家
親
は
、
こ
の
尚
寧
以
後

も
摂
家
ク
ラ
ス
が
秀
忠
と
の
対
面
に
際
し
て

は
、
奏
者
（
取
り
次
ぎ
役
）
を
勤
め
る
よ
う

に
命
じ
ら
れ
た
（『
徳
川
実
紀
』
慶
長
十
五

年
八
月
二
十
八
日
条
）。
い
わ
ば
、
家
親
は

秀
忠
の
近
習
か
ら
幕
閣
の
一
員
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

  

と
す
れ
ば
、
Ⅱ
型
か
ら
Ⅲ
型
へ
の
花
押
変

化
は
、
家
親
が
奏
者
（
秀
忠
の
ス
ポ
ー
ク
マ

ン
）
と
な
る
な
ど
、
幕
閣
の
一
員
と
し
て
江

戸
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
立
場
の
変
化
に

応
じ
て
、
花
押
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
慶
長
十
六（
一
六
一
一
）年
正

月
十
一
日
付
け
城
志
摩
宛
て
最
上
家
親
一
字

状（『
山
形
県
史
資
料
編
上
』
三
七
八
頁
）で

は
図（
４
）の
よ
う
な
、
傾
き
の
と
れ
た
花
押

と
な
る
。
ま
た
、そ
の
花
押
は
、最
大
縱
幅
四
・

〇
㎝
、
同
横
幅
横
七
・
〇
㎝
と
大
き
い
花
押

で
あ
る
。
山
形
藩
主
継
承（
予
定
）者
と
し
て

い
わ
ば
自
信
に
満
ち
た
花
押
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

以
上
、（
１
）
家
親
の
花
押
は
花
押
Ⅰ
～

Ⅲ
の
三
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
、（
２
）
花
押

Ⅰ
は
慶
長
七
年
四
月
二
日
に
は
使
用
さ
れ
た

こ
と
、（
３
）
花
押
Ⅱ
は
慶
長
八
年
か
ら
十

五
年
ま
で
、
花
押
Ⅲ
は
慶
長
十
五
年
九
月
十

二
日
に
は
見
ら
れ
死
去
す
る
ま
で
使
わ
れ
た

こ
と
、（
４
）
花
押
Ⅰ
は
寒
河
江
領
主
と
し
て
、

花
押
Ⅱ
は
義
光
の
家
督
継
承
者
と
し
て
、
花

押
Ⅲ
Ａ
は
幕
府
の
幕
閣
の
一
員
、
花
押
Ⅲ
Ｂ

は
山
形
藩
主
（
予
定
者
）
と
し
て
の
家
親
を

象
徴
す
る
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
た
。

　

本
稿
作
成
に
際
し
、
北
畠
教
爾
氏
、
鈴
木

勲
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

 

　
　
　
　
　
（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）
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連
歌
の
冒
頭
の
句
を
発
句
と
言
う
。
そ
の
詠
み
様
に
作
法

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
十
五

世
紀
後
半
よ
り
、
発
句
を
独
立
さ
せ
て
鑑
賞
す
る
風
潮
が
現

れ
る
。
今
日
の
俳
句
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

さ
て
、
戦
国
の
武
人
た
ち
は
連
歌
を
た
し
な
み
、
風
流
を

心
が
け
て
い
た
こ
と
は
、
常
識
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
人
々
の
発
句
の
中
で
、
著
名
な
も
の
の
一
つ
に
、
明
智
光

秀
の
そ
れ
が
あ
る
。

　

以
下
に
そ
れ
を
示
す
。（
論
述
の
都
合
上
、
第
三
の
紹
巴

句
ま
で
示
す
。
本
文
は
「
連
歌
集
」
新
潮
日
本
古
典
集
成　

昭
和
五
十
四
年　

島
津
忠
夫
氏
校
注
に
依
る
。）

　
　
　

賦
何
人
連
歌　

天
正
十
年
五
月
廿
四
日

　

１　

と
き
は
今
天
が
下
し
る
五
月
哉　
　
　
　

光
秀

　

２　
　

水
上
ま
さ
る
庭
の
池
水　
　
　
　
　
　

行
祐

　

３　

花
落
つ
る
池
の
流
れ
を
せ
き
と
め
て　
　

紹
巴

　

島
津
氏
は
光
秀
句
の
解
釈
を
、
こ
う
と
ら
え
て
い
る
。

　

 　

時
は
今
、
土
岐
の
一
族
で
あ
る
自
分
が
天
下
を
治
め
る

べ
き
季
節
の
五
月
と
な
っ
た
。

　

信
長
を
討
つ
決
意
を
秘
め
た
と
す
る
解
釈
は
、
人
々
に
疑

わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。（
あ
く
ま
で
俗
説
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
察
知
し
た
紹
巴
は
「
せ
き
と
め
て
」
と
、
中
止
さ
せ

よ
う
と
の
意
を
含
ま
せ
た
句
を
詠
じ
た
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
）
江
戸
期
の
人
々
も
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
の
中
な
ど
で
、
そ

の
よ
う
な
解
釈
を
常
識
と
し
て
来
た
。
四
世
鶴
屋
南
北
の

「
時

と
き
は
い
ま今

也な
り

桔き
き
ょ
う
の
は
た
あ
げ

梗
旗
挙
」
一
八
四
八
年
作
は
外
題
で
こ
の
発
句

を
活
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
近
松
半
二
等
の
「
三み

っ
か日
太た
い
へ
い平

記き

」
一
七
六
七
年
作
の
中
で
光
秀
の
口
に
す
る
せ
り
ふ
に
こ

の
句
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　

尾
田
春
永
（「
小
田
」
と
も
、
以
下
役
名
）
は
天
下
平
定

を
目
指
し
、
各
方
面
へ
武
将
を
遣
し
、
当
人
は
中
国
の
真
柴

久
吉
を
助
け
よ
う
と
、
本
能
寺
に
宿
泊
し
て
い
た
。
そ
こ
に

勘
気
を
蒙
っ
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
武
智
光
秀
が
、
あ
え
て

目
通
り
を
願
い
出
る
。

　

光
秀
は
、
春
永
に
武
人
の
鑑
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
し
て
、

劉
備
玄
徳
を
例
に
挙
げ
直
諌
す
る
。
怒
っ
た
春
永
の
命
で
、

森
蘭
丸
が
、
鉄
扇
で
光
秀
を
打
ち
、
要
で
額
を
割
る
。（
眉

間
割
り
）

　

屈
辱
に
耐
え
て
い
た
光
秀
は
「
最
早
こ
れ
ま
で
」
と
、
謀

反
を
決
意
し
こ
の
発
句
を
呟
く
。
時
な
ら
ぬ
陣
太
鼓
等
が
打

ち
鳴
ら
さ
れ
人
々
は
狼
唄
す
る
。小
柄
を
抜
い
た
光
秀
は「
忠

孝
」
と
書
か
れ
た
額
を
、
そ
れ
で
打
ち
落
し
、
春
永
に
張
本

が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。

　

　

近
世
ま
で
の
人
々
は
、
こ
の
発
句
の
重
要
性
・
意
図
を
、

例
え
ば
以
上
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
謀
反

の
意
を
読
み
と
っ
て
い
た
。

　

近
代
に
至
り
、
こ
の
理
解
に
疑
義
が
、
桑
田
忠
親
氏
を
中

心
と
し
て
、
さ
し
は
さ
ま
れ
る
。
論
点
は
二
つ
あ
る
。
そ
の

一
は
、
本
文
の
問
題
で
あ
る
。
底
本
等
は
「
連
歌
集
」
島
津

氏
校
注
の
解
題
に
あ
る
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
が
、
こ
の
懐

紙
の
原
本
は
な
く
、
写
本
の
中
で
「
天
が
下
し
る

4

4

」
を
「
天

が
下
な
る

4

4

」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
後
者
な
ら
ば
「
世
の
中

す
べ
て
五
月
雨
の
今
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
」
と
の
従
来
の
作

法
通
り
の
自
然
詠
と
な
る
。
先
述
し
た
紹
巴
に
関
す
る
物
語

の
中
に
は
、
後
に
秀
吉
の
追
求
を
怖
れ
た
紹
巴
が
書
き
改
め

た
と
す
る
も
の
ま
で
あ
る
。

　

そ
の
二
は
、
仮
に
、
光
秀
が
決
意
を
秘
め
た
こ
の
発
句
を

詠
じ
た
時
に
、
一
座
の
者
な
ど
の
中
に
（
連
衆
は
光
秀
を
含

め
九
名
、
五
名
は
連
歌
師
。
光
秀
の
縁
者
は
行ゆ

き
ず
み澄
・
光み
つ
よ
し慶
の

二
名
）、
光
秀
の
意
図
を
察
し
て
、
信
長
方
に
通
報
す
る
よ

う
な
者
が
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
光
秀
は
安
心
し
て
心

情
を
吐
露
出
来
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
可
能
性
も
あ
っ
て
、
通
説
を
否
定

す
る
考
え
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
光
秀
と
い
う
謎
に
満
ち
た
人
物
の
魅
力

も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
研
究
書
・
文
芸
書
に
採
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
サ
イ
ト
等
で
、
詳
細
を
調
べ

て
ほ
し
い
。

　　

今
年
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
六
十
作
目
。
こ
の
稿
を
記

し
て
い
る
時
点
で
様
々
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
筆
者
と
し
て
は
、
第
三
作
目
「
太
閤
記
」
の
佐
藤
慶
が

良
か
っ
た
よ
う
に
、
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
る
。

  

（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）　

「
時
は
今 

天
が
下
し
る 

五
月
哉
」に
つ
い
て
雑
感

名
子
喜
久
雄
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最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー

題字　齋藤蕉石

は
じ
め
に

　

平
成
か
ら
新
元
号
、
令
和
に
改
元
さ
れ
六

四
五
年
の
大
化
か
ら
計
二
四
八
の
元
号
で
あ

る
。
こ
の
誠
に
慶
賀
の
年
に
最
上
義
光
歴
史

館
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
義
光
会
会
長
の
職
務

を
遂
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
身
に
余

る
光
栄
に
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
平
成
の
終
わ
り
か
ら
令

和
初
年
の
義
光
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
主

な
活
動
内
容
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

感
謝
状
と
記
念
品

　

平
成
三
十
一
年
四
月
六
日
総
会
の
席
上
最

上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
満
十
年
目
の
二

期
生
九
人
に
昨
年
の
一
期
生
に
続
き
歴
史
館

よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
と
し
て
「
虎
賁
郎
将

（
最
上
義
光
公
の
官
位
の
漢
名
）」の
略
称「
虎

将
」
の
彫
り
駒
（
四
寸
）
を
授
与
さ
れ
感
謝

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
期
生
は
二
〇
〇
九
年（
平
成
二
十
一
年
）

に
三
〇
人
（
こ
の
年
は
義
光
公
と
戦
っ
た
直

江
兼
続
が
主
人
公
の
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

も
あ
っ
て
関
心
が
高
か
っ
た
も
の
と
お
も
い

ま
す
。）
が
養
成
講
座
を
受
講
し
二
九
人
が

歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
二
年
三
月

現
在
八
名
で
す
が

い
ず
れ
も
一
騎
当

千
で
あ
り
こ
れ
ま

で
の
歴
史
館
の

数
々
の
企
画
事
業
に
又
義
光
会
の
活
動
に
多

大
な
協
力
・
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
最
後
の
霞
城
観
桜
会

　

第
二
九
回
霞
城

観
桜
会
が
平
成
三

十
一
年
四
月
十
三

日
～
十
四
日
の
二

日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

両
日
と
も
好
天

に
恵
ま
れ
ま
だ
多

く
の
桜
は
咲
き
始

め
た
ば
か
り
で
し

た
が
た
く
さ
ん
の

市
民
ら
が
訪
れ
る

中
、積
極
的
に
「
最

上
義
光
武
将
隊
」
と
し
て
自
主
参
加
し
外
国

人
観
光
客
や
家
族
連
れ
の
記
念
写
真
に
も
気

軽
に
応
じ
賑
や
か
し
に
一
役
買
う
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

桜
・
城
址
・
甲
冑
姿
の
武
将
・
日
本
刀
な

ど
ま
さ
に
日
本
の
春
で
あ
り
、
過
ぎ
去
る
平

成
最
後
の
春
で
も
あ
り
ま
し
た
。

現
地
研
修
会

　

現
地
研
修
会
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
会

員
の
資
質
向
上
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
令
和
元

年
度
は
庄
内
方
面
を
企
画
し
九
月
二
日
（
天

候
小
雨
）に
国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
の
内
部（
初

重
と
二
重
）
と
羽
黒
山
所
大
権
現
の
秘
仏
の

拝
観
、
致
道
博

物
館
と
庄
内
藩

校
致
道
館
、
城

輪
柵
跡
、
北
舘

神
社
を
研
修
い

た
し
ま
し
た
。

　

致
道
博
物
館
で
は
学
芸
員
の
方
よ
り
古
文

書
の
読
み
方
な
ど
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
城
輪
柵
跡
で
は
酒
田
市
教
育
委
員
会
の

方
か
ら
雨
の
中 

古
代
の
山
形
に
つ
い
て 

説

明
を
し
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
北
舘
神
社
に
お
い
て
は
最

上
義
光
公
の
家
臣
で
も
あ
る
初
代
の
北
楯
大

学
利
長
公
よ
り
一
六
代
目
に
な
る
北
楯
利
久

宮
司
よ
り
正
式
参
拝
と
弥
栄
の
お
守
り
、
そ

し
て
貴
重
な
お
話
も
い
た
だ
き
最
上
義
光
公

と
の
強
い
関
わ
り
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き

現
地
で
の
よ
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

書
面
の
都
合
上
簡
潔
に
紹
介
し
ま
し
た
が

庄
内
方
面
は
最
上
義
光
公
に
関
係
す
る
歴
史

の
宝
庫
で
あ
り
義
光
会
に
と
っ
て
は
時
を
得

て
ま
た
行
く
永
久
の
研
修
場
所
で
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

歴
史
館
開
館
三
〇
周
年
記
念
を
祝
う

　

最
上
義
光
歴

史
館
は
平
成
元

年
十
二
月
一
日

に
山
形
市
政
施

行
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
開
館

致
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月

に
市
政
施
行
一

三
〇
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
合
わ
せ
十

二
月
二
十
日
に
片
桐
繁
雄
先
生
の
講
話
後
に

先
生
を
囲
み
忘
年
会
を
兼
ね
た
昼
食
会
と
紅

白
饅
頭
に
て
細
や
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
最

上
義
光
歴
史
館
開
館
三
〇
周
年
記
念
を
お
祝

い
致
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
講
座

　

平
成
二
十
二
年 

山
形
市
立
第
一
小
学
校
、

山
形
市
立
第
四
小
学
校
の
二
校
を
モ
デ
ル
校

と
し
て
最
初
に
出
張
こ
ど
も
講
座
を
実
施
し

て
か
ら
令
和
元
年
で
満
十
年
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
は
二
校 

総
児
童
数
七
七
人
で
し
た

が
令
和
初
年
の
実
施
校
は
一
四
校
総
児
童
数

八
二
三
人
で
い
ず
れ
も
四
年
生
に
出
張
こ
ど

も
講
座
を
し
学
習
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
い
ま
ま
で
に
講
座
担
当
を
し
て
い

た
だ
い
た
先
輩
諸
氏
の
熱
意
と
創
意
工
夫
と

努
力
の
賜
物
で
あ
り
そ
の
成
果
は
確
実
に
実

を
結
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
義
光
公
の
業
績
と
人
物
像
を
伝

え
る
事
を
主
眼
に
講
座
担
当
者
一
同
さ
ら
に

研
究
を
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
意
欲
的

で
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

歴
史
館
は
山
形
市
民
の
歴
史
文
化
の
勉
強

の
場
所
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
文
化
の
発
信

の
拠
点
と
し
て
た
し
か
な
存
在
感
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
五
〇
年
、
一
〇
〇
年
、
二
〇

〇
年
と
続
い
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
現
在
の

山
形
の
街
並
み
の
基
礎
を
築
い
た
最
上
義
光

公
の
業
績
と
人
物
像
を
伝
え
最
上
義
光
歴
史

館
の
良
き
協
力
者
と
し
て
ま
た
山
形
の
歴
史

文
化
の
発
信
の
司
令
塔
と
し
て
誇
れ
る
よ
う

に
研
鑽
を
し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
三
月

 

（
義
光
会
第
四
代
会
長　

齋
藤
耕
一
）
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戦
国
武
将
・
最
上
義
光
を
象
徴
す
る
数
少
な
い
遺
品
と
し
て
、
全
国

的
に
も
大
変
珍
し
い
鉄
製
の
指
揮
棒
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
開
館
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
義
光
が
所

持
し
て
い
た
当
時
の
姿
の
指
揮
棒
を
復
元
製
作
し
ま
し
た
。

　

最
上
家
の
伝
承
で
は
、
指
揮
棒
に
は
金
象
嵌
で
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
指
揮
棒
は
金
が

失
わ
れ
て
「
清せ

い

和わ

天て
ん
の
う皇
末ま
つ
よ
う葉
山や
ま
が
た形
出で

羽わ
の

守か
み

有う

髪は
つ
の

僧そ
う
よ
し
あ
き

義
光
」
の
一
六
文

字
の
陰
刻
だ
け
が
残
さ
れ
た
状
態
で
す
。

　

復
元
を
担
当
し
た
の
は
、
山
形
市
長
谷
堂
在
住
で
山
形
県
指
定
無
形

文
化
財
保
持
者
の
上か

ん

林ば
や
し

恒つ
ね
ひ
ら平
刀
匠
で
す
。
材
料
や
製
作
工
程
を
吟
味

し
金
象
嵌
も
再
現
し
て
、
で
き
る
限
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
に
復
元
し

ま
し
た
。
復
元
さ
れ
た
指
揮
棒
は
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
館
の
う
え
ご
一
覧
く
だ
さ
い
。

①
復
元
準
備
１　

　
陰
刻
文
字
の
拓
本
を
採
る

②
復
元
準
備
２　

　
材
料
に
な
る
玉
鋼

③
玉
鋼
を
熱
し
て
鍛
錬
の
準
備

④�

熱
し
た
玉
鋼
を
鍛
錬
し
、
指
揮
棒
の
形
に

整
え
る�

⑤�

指
揮
棒
の
形
に
形
成
し
た
も
の
の
表
面
に

文
字
を
彫
り
、
金
を
埋
め
込
む
（
金
象
嵌
）

作
業

⑥
金
象
嵌
が
施
さ
れ
た
指
揮
棒

⑦�

錆
び
つ
け
用
の
溶
液
を
塗

布
し
て
黒
錆
を
発
生
さ
せ

る
作
業

⑧
⑨�

表
面
を
磨
い
て
金
象
嵌

を
出
し
て
完
成

開
館
三
〇
周
年
記
念
事
業

復
元
さ
れ
た
最
上
義
光
の
指
揮
棒



7

最
上
義
光
連
歌
の
世
界 

④

　

文
禄
二
年
は
、
義
光
に
と
っ
て
、
肥
前
名
護
屋
に
在
陣
中

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
俗
事
に
煩
わ
さ
れ
る
年
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
中
で
忙
中
閑
を
得
て
、
こ
の
連
歌
が
張
行
さ

れ
た
か
。
こ
の
作
品
の
完
成
ま
で
に
は
、
ま
だ
不
明
な
所
が

あ
る
。
明
治
書
院
刊
「
連
歌
総
目
録
」（
平
成
十
年
）
に
よ

れ
ば
、
内
閣
文
庫
等
に
三
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
義
光
の
発
句
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
完
本
は
、

山
形
市
史
所
収
の
本
文
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、「
連
歌

総
目
録
」
に
も
れ
て
い
る
。

　

発
句
の
み
が
何
ら
か
の
事
情
で
先
に
詠
ま
れ
、
そ
の
後
に

改
め
て
、
義
光
や
人
々
が
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
義
光
の
本
文
は
、「
伊
勢
物
語
」
に
依
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
前
句
（
83
）
を
検
討

し
た
い
。

　

83 

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
岩
ね
水
」
か
。
お
そ
ら
く

　
　
　

 

古
今
・
賀　

貞
康
の
み
こ
の
を
ば
の
四
十
賀
を
大
井

に
て
し
け
る
日
よ
め
る　
　
　
　
　
　
　

紀
惟
岳　

　

750　

 

亀
の
尾
の
山
の
い
は
ね
を
と
め
て
お
つ
る　

た
き
の

白
玉
千
代
の
数
か
も

　

す
な
わ
ち
、
83
の
句
は
単
に
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る

水
辺
の
夏
の
風
情
を
詠
ん
だ
訳
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ

る
古
今
集
の
本
歌
の
祝
賀
性
を
も
感
じ
と
る
べ
き
な
の
で
あ

る
。
一
種
の
「
家
ぼ
め
」
で
あ
る
。

　

義
光
の
付
句
は
凝
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
前
句
の
暑

さ
か
ら
、以
下
の「
和
漢
朗
詠
集
」の
句
を
脳
裏
に
浮
か
べ
る
。

　
　
　

和
漢
朗
詠
集　

松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
順

　

424　

 

九
夏
三
伏
の
暑
月
に　

竹
錯
午
の
風
を
含
む

　

暑
い
夏
に
風
に
吹
か
れ
る
多
く
の
竹
を
詠
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
暑
さ
に
竹
が
連
想
さ
れ
る
。
そ
れ
を

「
千
尋
の
竹
」
と
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
伊
勢
物
語
」
七
十
九
段
の
理
解

が
必
要
と
な
る
。

　
　
「
伊
勢
物
語
」
七
十
九
段

　

 　

む
か
し
、
氏
の
な
か
に
親
王
生
ま
れ
た
ま
へ
り
。
御
産

屋
に
、
人
々
歌
よ
み
け
り
。
御
祖
父
が
た
な
り
け
る
翁
の

よ
め
る

　
　

 

わ
が
門
に
千
ひ
ろ
あ
る
か
げ
を
う
ゑ
つ
れ
ば　

夏
冬
た

れ
か
か
く
れ
ざ
る
べ
き

　
　

 　

こ
れ
は
貞
数
の
親
王
、
時
の
人
中
将
の
子
と
な
む
言

ひ
け
る
。兄
の
中
納
言
行
平
の
む
す
め
の
腹
な
り
け
り
。

　

七
十
九
段
の
和
歌
は
「
…
…
か
げ
」
で
あ
り
、
現
在
通
行

の
本
文
は
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
肖
聞

抄
」
な
ど
の
古
注
に
は
、

　
　

 『
千
ひ
ろ
あ
る
陰
』
と
は
仙
家
の
竹
な
り
。
寿
命
を
祈

る
心
也

と
あ
っ
て
、
中
世
人
に
と
っ
て
こ
の
植
物
は
、「
仙
家
の
竹
」

な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
単
な
る
夏
の
涼
し
げ
な
情
景
で
は
な
く
そ
の
家

の
将
来
を
予
祝
し
て
い
る
句
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
義

光
が
、
前
句
の
背
景
の
古
今
集
歌
を
発
想
出
来
た
こ
と
、
そ

の
賀
意
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

85
の
句
も
、
義
光
が
「
伊
勢
物
語
」
に
立
脚
し
た
こ
と
を

感
得
し
て
い
る
。
親
王
を
中
心
と
し
て
、
一
族
（「
う
ぢ
」）

の
発
展
栄
華
を
願
っ
た
句
、
賀
意
が
あ
ふ
れ
た
句
に
な
っ
て

い
る
。
義
光
も
、
84
句
に
一
族
の
発
展
の
心
を
こ
め
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。 

（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）　　
　
　

83　

あ
つ
さ
を
も
知
ら
ぬ
垣
べ
の
岩
ね
水　
　
　
　

了
意

84　
　

千
尋
の
竹
の
な
び
く
い
く
本　
　
　
　
　
　

義
光

85　

末
も
は
た
さ
か
え
も
て
行
く
う
ぢ
な
ら
ん　
　

光
清

　
　
　

文
禄
二
年（
一
五
九
三
）二
月
十
三
日

　
　
　
　

賦
何
人
連
歌　
　
　
　
　

名
残
ノ
表

名
子 

喜
久
雄

令
和
元
年
度
事
業

展
示
事
業

○
常
設
展
示
Ⅰ
《
4
月
3
日

－

7
月
17
日
》

　
「
鐵[kurogane]

の
美2019

」
～
武
士[m

ononofu]

と
日
本
刀
～

○
特
別
展
《
7
月
20
日

－

9
月
8
日
》

　
「
山
形
大
学
附
属
博
物
館
・
最
上
義
光
歴
史
館
連
携
展
『
山
形
め
め
め
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
江
戸
の
ト
レ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
～
」

○
常
設
展
示
Ⅱ
《
9
月
11
日

－

12
月
15
日
》

　
「
開
館
30
周
年
記
念　
～
最
上
家
ゆ
か
り
の
新
収
蔵
品
～
」　　
　
　
　
　
　

○
常
設
展
示
Ⅲ
《
12
月
18
日

－

5
月
17
日
》　

　
「
最
上
義
光
～
乾
坤
一
擲
の
戦
い 

～
最
上
義
光
と
長
谷
堂
合
戦
～
」

○
開
館
30
周
年
特
別
企
画
《
12
月
18
日

－

5
月
17
日
》

　
「
復
元
!! 

最
上
義
光
所
用
鉄
製
指
揮
棒
」　　
　
　
　
　
　
　

普
及
啓
発
事
業
（
主
な
事
業
）　

○
こ
ど
も
講
座

　
「
ヨ
シ
ア
キ
☆
す
く
～
る
!?
」
～
山
形
の
殿
様
、
義
光
公
を
知
ろ
う
！
～

　
実
施
校　
14
校
／
参
加
生
徒
数　
８２3
名 

　
講　
師　
最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
義
光
会

・
7
月
4
日　
山
形
市
立
第
一
小
学
校　
四
年
生

・
7
月
9
日　
山
形
市
立
村
木
沢
小
学
校　
四
年
生

・
9
月
11
日　
山
形
市
立
大
郷
小
学
校　
四
年
生

・
9
月
２6
日　
山
形
市
立
明
治
小
学
校　
四
年
生

・
9
月
２7
日　
山
形
市
立
第
七
小
学
校　
四
年
生

・
11
月
8
日　
山
形
市
立
第
二
小
学
校　
四
年
生

・
11
月
1２
日　
山
形
市
立
南
山
形
小
学
校　
四
年
生

・
11
月
２1
日　
山
形
市
立
東
小
学
校　
四
年
生

・
11
月
２２
日　
山
形
市
立
第
八
小
学
校　
四
年
生

・
11
月
２7
日　
山
形
市
立
蔵
王
第
三
小
学
校　
四
年
生

・
11
月
２８
日　
山
形
市
立
第
四
小
学
校　
四
年
生

・
1２
月
5
日　
山
形
市
立
南
小
学
校　
四
年
生

・
1２
月
6
日　
山
形
市
立
滝
山
小
学
校　
四
年
生

・
1
月
15
日　
山
形
市
立
第
九
小
学
校　
四
年
生



令
和
２
年
度
事
業

１
．
展
示
事
業

⑴
企
画
展

　
「（
仮
称
）
刀
装
具
の
美
」

　

�

実
用
的
な
だ
け
で
な
く
芸
術
性
も
追
及
さ
れ
た
刀
装
具

（
鐔
、
小
柄
、
笄
、
目
貫
等
）
の
数
々
を
公
開
し
、
発
注
主

の
武
士
の
嗜
好
に
よ
る
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
極
小
の
匠
の

技
を
紹
介
す
る
。

⑵
常
設
展
示

　
　

�

最
上
義
光
を
主
と
し
た
最
上
家
関
係
資
料
と
山
形
城
関

係
資
料
、
山
形
に
関
わ
る
文
化
財
な
ど
を
展
示
紹
介
し

な
が
ら
一
部
コ
ー
ナ
ー
展
示
を
行
い
ま
す
。　

　

①「
鐵［kurogane

］の
美2020

」

　
　
　

～
郷
土
の
刀
工
・
江
戸
三
作
ゆ
か
り
の
刀
匠
た
ち
～

　

②「（
仮
称
）
収
蔵
名
品
展　

屏
風
絵
」　

　

③「（
仮
称
）
発
掘
さ
れ
た
山
形
城
」　

　

※�

日
程
に
つ
い
て
は
最
上
義
光
歴
史
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

２
．
普
及
啓
発
事
業　

⑴
歴
史
講
座

　

①
こ
ど
も
講
座
（
小
学
校
出
張
講
座
）　

　
　

�

山
形
市
内
の
小
学
校
に
出
向
い
て
最
上
義
光
を
学
ぶ
機

会
を
つ
く
り
、
郷
土
史
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、

愛
郷
心
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係
わ
る
事
業　

　

�

最
上
義
光
と
最
上
家
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
つ
い
て
歴
史
館

と
と
も
に
活
動
す
る
市
民
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

で
歴
史
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、
来
館
者
の
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
と
と
も
に
、
歴
史
館
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
創
出
し
ま
す
。（
年
１
回
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
）

　

・「
義
光
塾
」

　

・「
現
地
研
修
会
」

　

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
最
上
義
光
歴
史
館
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

　
指
揮
棒
に
金
象
嵌
す
る
作
業

　　

令
和
元
年
八
月
二
十
八
日
、
山
形
市
長
谷
堂
に
あ
る
上
林
恒
平

刀
匠
の
仕
事
場
「
恒
平
鍛
刀
所
」
に
う
か
が
い
、
金
象
嵌
の
作
業

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

指
揮
棒
の
形
に
形
成
し
た
鉄
の
表
面
に
鏨
（
た
が
ね
）
で
丁
寧

に
文
字
を
刻
み
、
線
引
作
業
で
細
長
く
の
ば
さ
れ
た
金
を
埋
め
込

む
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
館
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
義
光
が
所
持
し
て

い
た
当
時
の
指
揮
棒
の
復
元
製
作
を
企
画
し
ま
し
た
。
復
元
を
担

当
し
た
の
は
、
山
形
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
の
上
林
恒
平
刀

匠
で
す
。
上
林
刀
匠
は
何
度
も
当
館
に
足
を
運
ん
で
調
査
さ
れ
、

材
料
や
製
作
工
程
を
吟
味
し
て
で
き
る
限
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実

に
復
元
し
ま
し
た
。
※
詳
細
は
六
ペ
ー
ジ
参
照

ご
利
用
に
つ
い
て

開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

入
館
料　
無　

料

休
館
日　
月
曜
日（
国
民
の
祝
日
と
な
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
　
　
　
　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

交　
　
通　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

　
　
　
　
　

大
手
町
バ
ス
停
留
所
よ
り
徒
歩
１
分

来
館
案
内
図

豊烈神社

令
和
２
年
３
月
発
行

編
集
・
発
行　
公
益
財
団
法
人
山
形
市
文
化
振
興
事
業
団

　
　
　
　

 　

最
上
義
光
歴
史
館

　
　
　
　

 　

〒
９
９
０

－

０
０
４
６

　
　
　
　

 　

山
形
市
大
手
町
１

－

53

　
　
　
　

 　

緯
０
２
３

－

６
２
５

－

７
１
０
１

　
　
　
　

 　

思
０
２
３

－

６
２
５

－

７
１
０
２

　
　
　
　

 　

http://m
ogam

iyoshiaki.jp

　

 

印　
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山
形
周
辺
の
あ
ち
こ
ち
に
特
徴
の
は
っ
き

り
し
た
古
め
か
し
い
石
鳥
居
が
あ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
っ
て
き
た
。

　

む
か
し
尾
花
沢
野
黒
沢
の
諏
訪
神
社
前

に
、
倒
れ
た
石
鳥
居
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、

山
形
師
範
学
校
の
長
井
政
太
郎
氏
と
、
東
根

八
幡
宮
の
神
官
・
三
浦
桂
一
氏
の
お
二
人
が
、

礎
石
の
柱
穴
ま
で
土
砂
を
掘
り
払
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、
土
の
中
か
ら
永
楽
通
宝
三
枚
を
含

む
渡
来
銭
が
数
枚
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
鳥
居
建
立
の
時
代
の
手
が
か
り
に
な
る

は
ず
と
、
更
に
慎
重
に
作
業
を
続
け
ら
れ
た

そ
う
で
あ
る
。

　

ち
ょ
っ
と
歴
史
を
前
に
戻
す
と
、
日
本
で

は
平
家
政
権
以
後
も
、
中
国
と
は
ま
す
ま
す

深
い
関
わ
り
が
生
ま
れ
、
鎌
倉
仏
教
な
ど
宗

教
の
面
に
お
い
て
も
重
大
な
発
展
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
中
世
の
発
展
を
下

支
え
し
た
の
が
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
銭

貨
だ
っ
た
わ
け
で
、室
町
時
代
以
後
で
は「
永

楽
銭
」
が
そ
の
代
表
的
存
在
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
山
形
地
方
で
の
鎌
倉
・
室
町
時
代
は
、

柏
倉
の
寺
山
に
大
曽
根
荘
の
荘
官
安
達
氏
に

よ
っ
て
、
堂
々
た
る
山
岳
寺
院
が
創
建
さ
れ

て
い
た
し
、
近
隣
の
長
谷
堂
滝
の
山
に
は
、

羽
黒
山
を
「
御
本
社
」
と
称
す
る
山
岳
修
行

者
の
拠
点
と
し
て
、「
滝
山
寺
」
が
活
気
を

呈
し
て
い
た
。
当
然
、
こ
れ
ら
の
寺
跡
か
ら

は
同
時
代
の
遺
物
と
共
に
量
は
少
な
い
が
、

渡
来
銭
も
出
土
し
て
い
る
。
近
く
の
谷
柏
で

は
、
鎌
倉
時
代
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る

唐
、
宋
・
元
朝
時
代
の
渡
来
銭
が
数
千
枚
掘

り
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

さ
て
、
室
町
幕
府
に
よ
っ
て
独
占
的
に
輸

入
さ
れ
た
「
永
楽
銭
」
は
、
幕
府
や
有
力
大

名
た
ち
の
挺
子
い
れ
も
あ
っ
て
、
流
通
期
間

が
非
常
に
長
か
っ
た
そ
う
で
、
国
内
で
の
流

通
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
量
的
に
も
膨

大
な
も
の
に
な
っ
た
ら
し
い
。
山
形
地
方
で

は
、
江
戸
時
代
初
期
の
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）
大
石
田
村
「
道
天
」
と
い
う
と
こ
ろ
の

畑
か
ら
四
〇
貫
目
（
約
四
〇
〇
〇
枚
）
の
永

楽
銭
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
当
時

は
永
楽
銭
を
示
す
「
永
」
が
銭
を
指
す
普
通

名
詞
に
も
な
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。足
利
・

織
豊
・
徳
川
と
、
時
代
は
戦
国
か
ら
太
平
の

時
代
に
は
い
る
。

　

安
定
的
に
動
き
は
じ
め
た
幕
府
は
、
自
国

の
銭
は
自
国
で
鋳
造
す
べ
き
だ
と
の
方
針
を

定
め
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
以
後
は

「
寛
永
通
宝
」が
各
所
で
鋳
造
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
そ
れ
が
相
当
広
ま
っ
て
、
頃
合
を
見
計

ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
寛
文
十
年
（
一
六
七

〇
）
に
は
、
渡
来
銭
の
通
用
を
禁
止
す
る
に

い
た
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的
に
一
気
に

実
行
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

　

芭
蕉
の
句
「
こ
の
筋
は
銀
も
見
知
ら
ず
不

自
由
さ
よ
」
と
い
う
句
は
、
こ
う
い
う
時
代

の
通
貨
流
通
状
況
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

尾
花
沢
近
隣
の
野
黒
沢
で
永
楽
銭
が
発
見

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
永
楽
銭
が
大
量
に

流
通
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
鳥
居
柱
石
の
下
に
こ
の
銭

貨
が
置
か
れ
た
か
ま
た
は
た
ま
た
ま
土
に
紛

れ
こ
ん
だ
か
、
と
は
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

長
井
先
生
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
歴
史
・

地
理
学
者
と
し
て
、
山
形
市
元
木
・
成
沢
の

石
鳥
が
平
安
時
代
の
も
の
と
い
う
考
え
に
は

否
定
的
に
な
ら
れ
た
よ
う
だ
。

研
究
余
滴
⑲

　「
石
鳥
居
」の
こ
と

長
谷
勘
三
郎


